
担

当

課

（

室

）

目

次

発

行

岡

山

県

担

当

課

（

室

）

目

次

【

告

示

】

○

指

定

居

宅

サ

ー

ビ

ス

の

事

業

の

廃

止

指

導

監

査

室

○

知

事

指

定

薬

物

の

指

定

医

薬

安

全

課

○

土

地

収

用

法

に

基

づ

く

事

業

の

認

定

監

理

課

【

公

告

】

○

大

規

模

小

売

店

舗

に

関

す

る

市

町

村

等

の

意

見

経

営

支

援

課

の

縦

覧

○

土

地

改

良

事

業

施

行

認

可

申

請

の

縦

覧

耕

地

課

○

開

発

許

可

を

受

け

た

開

発

行

為

に

関

す

る

工

事

建

築

指

導

課

の

完

了

○

公

共

施

設

に

係

る

開

発

行

為

に

関

す

る

工

事

の

〃

完

了

○

落

札

者

等

の

決

定

教

育

委

員

会

【

選

挙

管

理

委

員

会

】

○

選

挙

権

を

有

す

る

者

の

総

数

の

三

分

の

一

の

数

選

挙

管

理

委

員

会

岡

山

県

公

報

平成３０年１２月２１日 第１２０５３号



◎
岡
山
県
告
示
第
六
百
三
十
七
号

介
護
保
険
法
（
平
成
九
年
法
律
第
百
二
十
三
号
）
第
七
十
五
条
第
二
項
の
規
定
に
よ
り
、
次
の
と
お

り
指
定
居
宅
サ
ー
ビ
ス
の
事
業
を
廃
止
す
る
旨
の
届
出
が
あ
っ
た
。

平
成
三
十
年
十
二
月
二
十
一
日

岡
山
県
知
事

伊

原

木

隆

太

一

事
業
所
の
名
称
及
び
所
在
地

１

名
称

寿
光
園
訪
問
介
護
事
業
所

２

所
在
地

岡
山
県
浅
口
市
金
光
町
下
竹
一
七
七
五

一
－

二

事
業
者
の
名
称
及
び
主
た
る
事
務
所
の
所
在
地

１

名
称

社
会
福
祉
法
人
寿
光
会

２

所
在
地

岡
山
県
浅
口
市
金
光
町
下
竹
一
七
七
五

一

－

三

廃
止
年
月
日

平
成
三
十
年
十
二
月
三
十
一
日

四

介
護
保
険
事
業
所
番
号

三
三
七
二
七
〇
〇
二
四
九

五

サ
ー
ビ
ス
の
種
類

訪
問
介
護

平成３０年１２月２１日　岡山県公報　第１２０５３号



◎
岡
山
県
告
示
第
六
百
三
十
八
号

岡
山
県
危
険
な
薬
物
か
ら
県
民
の
命
と
く
ら
し
を
守
る
条
例
（
平
成
二
十
七
年
岡
山
県
条
例
第
十
七

号
。
以
下
「
条
例
」
と
い
う

）
第
十
二
条
第
一
項
の
規
定
に
よ
り
、
知
事
指
定
薬
物
を
次
の
と
お
り

。

指
定
す
る
。

平
成
三
十
年
十
二
月
二
十
一
日

岡
山
県
知
事

伊

原

木

隆

太

一

知
事
指
定
薬
物
の
名
称

１

二

（

二

（
四

エ
チ
ル

二
・
五

ジ
メ
ト
キ
シ
フ
ェ
ニ
ル
）
エ
チ
ル
］
ア
ミ
ノ
｝

－
－

－
－

－

｛
［

メ
チ
ル
）
フ
ェ
ノ
ー
ル
（
通
称
名
二
五
Ｅ

Ｎ
Ｂ
Ｏ
Ｈ
、
二
Ｃ

Ｅ

Ｎ
Ｂ
Ｏ
Ｈ
）
及
び
そ
の
塩

－
－

－

類
２

三

［
一

（
一

ピ
ペ
リ
ジ
ニ
ル
）
シ
ク
ロ
ヘ
キ
シ
ル
］
フ
ェ
ノ
ー
ル
（
通
称
名
三

Ｈ
Ｏ

－
－

－
－

Ｐ
Ｃ
Ｐ
、
三

Ｏ
Ｈ

Ｐ
Ｃ
Ｐ
、
三

Ｈ
ｙ
ｄ
ｒ
ｏ
ｘ
ｙ

Ｐ
Ｃ
Ｐ
）
及
び
そ
の
塩
類

－
－

－
－

－

３

キ
ノ
リ
ン

八

イ
ル
＝
一

ペ
ン
チ
ル

一
Ｈ

イ
ン
ダ
ゾ
ー
ル

三

カ
ル
ボ
キ
シ
ラ
ー

－
－

－
－

－
－

－

ト
（
通
称
名
Ｎ
Ｐ
Ｂ

二
二
）
及
び
そ
の
塩
類

－

二

指
定
の
理
由

条
例
第
二
条
第
七
号
に
規
定
す
る
薬
物
に
該
当
し
、
県
内
に
お
い
て
濫
用
さ
れ
る
お
そ
れ
が
あ
る

と
認
め
ら
れ
る
た
め

附

則

こ
の
告
示
は
、
平
成
三
十
年
十
二
月
二
十
二
日
か
ら
施
行
す
る
。
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◎
岡
山
県
告
示
第
六
百
三
十
九
号

土
地
収
用
法
（
昭
和
二
十
六
年
法
律
第
二
百
十
九
号
。
以
下
「
法
」
と
い
う

）
第
二
十
条
の
規
定

。

に
よ
り
、
次
の
と
お
り
事
業
を
認
定
し
た
。

平
成
三
十
年
十
二
月
二
十
一
日

岡
山
県
知
事

伊

原

木

隆

太

一

起
業
者
の
名
称

矢
掛
町

二

事
業
の
種
類

道
の
駅
や
か
げ
宿
（
仮
称
）
地
域
振
興
施
設
整
備
事
業

三

起
業
地

１

収
用
の
部
分

岡
山
県
小
田
郡
矢
掛
町
矢
掛
字
元
町
地
内

２

使
用
の
部
分

な
し

四

事
業
の
認
定
を
し
た
理
由

１

法
第
二
十
条
第
一
号
の
要
件
へ
の
適
合
性
に
つ
い
て

（

）

（

「

」

。
）

、

道
の
駅
や
か
げ
宿

仮
称

地
域
振
興
施
設
整
備
事
業

以
下

本
件
事
業

と
い
う

は

法
第
三
条
第
三
十
二
号
に
掲
げ
る
「
国
又
は
地
方
公
共
団
体
が
設
置
す
る
公
園
、
緑
地
、
広
場
、

運
動
場
、
墓
地
、
市
場
そ
の
他
公
共
の
用
に
供
す
る
施
設
」
に
該
当
す
る
施
設
を
整
備
す
る
事
業

で
あ
る
た
め
、
法
第
二
十
条
第
一
号
の
要
件
を
充
足
す
る
と
判
断
さ
れ
る
。

２

法
第
二
十
条
第
二
号
の
要
件
へ
の
適
合
性
に
つ
い
て

本
件
事
業
の
起
業
者
で
あ
る
矢
掛
町
は
、
本
件
事
業
を
第
六
次
矢
掛
町
振
興
計
画
に
位
置
付
け

ら
れ
た
事
業
と
し
て
実
施
す
る
も
の
で
あ
り
、
ま
た
、
本
件
事
業
に
要
す
る
経
費
に
つ
い
て
財
源

措
置
を
講
じ
て
い
る
こ
と
か
ら
、
本
件
事
業
を
遂
行
す
る
た
め
の
充
分
な
意
思
と
能
力
を
有
し
て

い
る
と
認
め
ら
れ
る
た
め
、
法
第
二
十
条
第
二
号
の
要
件
を
充
足
す
る
と
判
断
さ
れ
る
。

３

法
第
二
十
条
第
三
号
の
要
件
へ
の
適
合
性
に
つ
い
て

本
件
事
業
の
施
行
に
よ
り
得
ら
れ
る
利
益
に
つ
い
て
は
、
ゲ
ー
ト
ウ
ェ
イ
サ
ー
ビ
ス
の
拠
点

（１）
が
整
備
さ
れ
、
旧
山
陽
道
の
歴
史
的
な
町
並
み
及
び
町
並
み
観
光
の
中
心
で
あ
る
商
店
街
に
来

訪
者
の
誘
導
を
促
進
す
る
ほ
か
、
来
訪
者
に
対
し
、
特
産
品
の
Ｐ
Ｒ
、
イ
ベ
ン
ト
及
び
空
き
家

又
は
分
譲
地
の
情
報
提
供
等
を
行
う
こ
と
に
よ
り
、
更
な
る
交
流
人
口
の
増
加
が
図
ら
れ
、
地

域
活
性
化
に
相
当
の
寄
与
が
見
込
ま
れ
る
。

ま
た
、
本
件
事
業
の
計
画
に
お
い
て
は
、
①
県
が
整
備
す
る
道
の
駅
の
建
設
予
定
地
に
近
接
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し
て
い
る
こ
と
、
②
矢
掛
町
商
店
街
（
市
街
地
の
観
光
施
設
）
に
近
接
し
て
い
る
こ
と
、
③
地

域
振
興
施
設
利
用
者
の
利
便
性
が
高
い
こ
と
、
④
経
済
的
に
安
価
で
地
域
振
興
施
設
の
建
設
に

必
要
な
面
積
が
確
保
で
き
る
こ
と
を
条
件
と
し
て
複
数
の
候
補
地
に
つ
い
て
検
討
を
行
っ
た
結

果
、
最
適
と
な
る
案
を
採
用
し
て
い
る
。

本
件
事
業
の
施
行
に
よ
り
失
わ
れ
る
利
益
に
つ
い
て
は

本
件
事
業
が
環
境
影
響
評
価
法

平

、

（

（２）
成
九
年
法
律
第
八
十
一
号
）
等
に
よ
る
環
境
影
響
評
価
の
対
象
事
業
と
な
っ
て
い
な
い
こ
と
並

び
に
起
業
地
及
び
起
業
地
周
辺
の
土
地
利
用
状
況
か
ら
保
護
の
た
め
特
別
の
処
置
を
講
ず
べ
き

動
植
物
、
文
化
財
等
が
見
受
け
ら
れ
な
い
こ
と
か
ら
、
本
件
事
業
の
施
行
に
よ
り
失
わ
れ
る
利

益
は
軽
微
な
も
の
と
考
え
ら
れ
る
。

で
述
べ
た
得
ら
れ
る
利
益
と

で
述
べ
た
失
わ
れ
る
利
益
と
を
比
較
衡
量
し
た
結
果
、
本

（３）

（１）

（２）

件
事
業
の
施
行
に
よ
り
得
ら
れ
る
利
益
が
失
わ
れ
る
利
益
に
優
越
す
る
と
認
め
ら
れ
る
こ
と
か

ら
、
本
件
事
業
は
法
第
二
十
条
第
三
号
の
要
件
を
充
足
す
る
と
判
断
さ
れ
る
。

４

法
第
二
十
条
第
四
号
の
要
件
へ
の
適
合
性
に
つ
い
て

本
件
事
業
に
つ
い
て
は
、
県
の
道
の
駅
整
備
計
画
に
合
わ
せ
た
事
業
実
施
が
必
要
で
あ
り
、
早

急
に
施
行
さ
れ
る
べ
き
事
業
で
あ
る
と
認
め
ら
れ
る
。
ま
た
、
収
用
の
範
囲
は
全
て
本
件
事
業
の

用
に
恒
久
的
に
供
さ
れ
る
範
囲
に
と
ど
め
ら
れ
て
い
る
こ
と
か
ら
、
収
用
の
範
囲
に
つ
い
て
も
合

理
的
で
あ
る
と
認
め
ら
れ
る
。
し
た
が
っ
て
、
本
件
事
業
は
、
法
第
二
十
条
第
四
号
の
要
件
を
充

足
す
る
と
判
断
さ
れ
る
。

５

結
論

１
か
ら
４
ま
で
に
述
べ
た
よ
う
に
、
本
件
事
業
は
、
法
第
二
十
条
各
号
の
要
件
を
充
足
す
る
と

判
断
さ
れ
る
。

以
上
に
よ
り
、
本
件
事
業
に
つ
い
て
、
法
第
二
十
条
の
規
定
に
よ
り
事
業
の
認
定
を
し
た
も
の

で
あ
る
。

五

法
第
二
十
六
条
の
二
第
二
項
の
規
定
に
よ
る
図
面
の
縦
覧
場
所

矢
掛
町
建
設
課
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〔
五
七
八
〕
大
規
模
小
売
店
舗
立
地
法
（
平
成
十
年
法
律
第
九
十
一
号
）
第
八
条
第
一
項
の
規
定
に
よ

り
市
町
村
か
ら
聴
取
し
た
意
見
及
び
同
条
第
二
項
の
規
定
に
よ
り
述
べ
ら
れ
た
意
見
の
概
要
は
、
次
の

と
お
り
で
あ
り
、
同
条
第
三
項
の
規
定
に
よ
り
、
こ
れ
ら
の
意
見
を
縦
覧
に
供
す
る
。

平
成
三
十
年
十
二
月
二
十
一
日

岡
山
県
知
事

伊

原

木

隆

太

一

意
見
の
対
象
と
な
っ
た
届
出

平
成
三
十
年
八
月
十
日
付
け
公
布
岡
山
県
公
告
（
大
規
模
小
売
店
舗
の
変
更
の
届
出
の
縦
覧
）
で

公
告
さ
れ
た
ザ
グ
ザ
グ
高
崎
店
に
関
す
る
平
成
三
十
年
九
月
二
十
一
日
の
変
更
に
係
る
大
規
模
小
売

店
舗
の
変
更
の
届
出

二

大
規
模
小
売
店
舗
の
名
称
及
び
所
在
地

名
称

ザ
グ
ザ
グ
高
崎
店

所
在
地

玉
野
市
東
高
崎
字
船
津
二
五
番
地
一
四
九
ほ
か

三

意
見
の
概
要

１

市
町
村
か
ら
聴
取
し
た
意
見

当
該
店
舗
は
騒
音
・
振
動
の
特
定
施
設
で
は
な
い
が
、
可
能
な
限
り
規
制
値
を
遵
守
し
、
近

(1)
隣
住
民
に
配
慮
す
る
こ
と
。

計
画
地
西
側
に
隣
接
す
る
玉
野
市
道
（
東
高
崎
五
九
号
線
）
へ
の
搬
入
・
排
出
車
両
及
び
店

(2)
舗
利
用
者
の
出
入
り
に
伴
い
、
市
道
通
行
者
の
安
全
確
保
に
留
意
し
、
必
要
に
応
じ
て
対
策
を

講
ず
る
こ
と
。

２

市
町
村
の
区
域
内
に
居
住
す
る
者
等
か
ら
述
べ
ら
れ
た
意
見

な
し

四

縦
覧
の
期
間
及
び
場
所

１

縦
覧
の
期
間

平
成
三
十
年
十
二
月
二
十
一
日
か
ら
平
成
三
十
一
年
一
月
二
十
一
日
ま
で

２

縦
覧
の
場
所

岡
山
県
産
業
労
働
部
経
営
支
援
課
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〔
五
七
九
〕
土
地
改
良
法
（
昭
和
二
十
四
年
法
律
第
百
九
十
五
号
）
第
四
十
八
条
第
一
項
の
規
定
に
よ

り
申
請
の
あ
っ
た
新
規
土
地
改
良
事
業
の
施
行
に
つ
い
て
、
同
条
第
九
項
に
お
い
て
準
用
す
る
同
法
第

八
条
第
一
項
の
規
定
に
よ
り
、
そ
の
申
請
を
適
当
と
決
定
し
た
の
で
、
関
係
書
類
を
次
の
と
お
り
縦
覧

に
供
す
る
。

こ
の
公
告
に
係
る
決
定
に
対
し
て
異
議
が
あ
る
者
は
、
縦
覧
の
期
間
満
了
の
日
の
翌
日
か
ら
起
算
し

て
十
五
日
以
内
に
岡
山
県
備
前
県
民
局
長
に
申
し
出
る
こ
と
が
で
き
る
。

平
成
三
十
年
十
二
月
二
十
一
日

岡
山
県
知
事

伊

原

木

隆

太

一

申
請
者

児
島
湾
土
地
改
良
区

二

地
区
名

西
七
区
支
線

号
（
農
地
耕
作
条
件
改
善
（
農
業
用
用
排
水
施
設
）
事
業
）

79

西
七
区
支
線

号
（

〃

）

123

西
七
区
支
線

号
（

〃

）

125

三

縦
覧
に
供
す
る
書
類

土
地
改
良
区
定
款

事
業
計
画
書

四

縦
覧
の
期
間

十
年

か
ら
平
成
三
十
一
年
一
月
十
一
日
ま
で

平
成
三

十
二
月
二
十
一
日

五

縦
覧
の
場
所

岡
山
県
備
前
県
民
局
農
林
水
産
事
業
部
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〔
五
八
〇
〕
次
の
者
に
係
る
都
市
計
画
法
（
昭
和
四
十
三
年
法
律
第
百
号
）
第
二
十
九
条
の
規
定
に
よ

る
開
発
許
可
を
受
け
た
開
発
行
為
に
関
す
る
工
事
が
完
了
し
た
。

平
成
三
十
年
十
二
月
二
十
一
日

岡
山
県
知
事

伊

原

木

隆

太

一

開
発
区
域
又
は
工
区
に
含
ま
れ
る
地
域
の
名
称

総
社
市
井
尻
野
字
橋
本
一
四
〇
一

一
、
一
四
〇
一

二
、
一
四
〇
二
、
一
四
〇
三

一
、
一

－
－

－

四
〇
四
、
字
河
原
田
一
六
七
八

一
、
一
六
七
八

四
、
一
六
七
八

五
、
一
六
七
八

九
、
一

－
－

－
－

六
七
八

一
〇
、
一
六
七
八

一
一
、
一
六
七
八

一
二
、
一
六
七
八

一
三
、
一
六
七
八

一

－
－

－
－

－

四
、
一
六
七
八

一
五
、
字
橋
本
一
四
〇
一

二
地
先
道
、
一
六
七
八

九
地
先
か
ら
一
六
七
八

－
－

－

一
三
地
先
ま
で
道

－二

許
可
を
受
け
た
者
の
所
在
地
、
名
称
及
び
代
表
者
の
氏
名

総
社
市
北
溝
手
二
三
五

株
式
会
社
エ
ン
ス
イ
工
業

代
表
取
締
役

難
波

豊

三

許
可
番
号

岡
山
県
指
令
建
指
第
一
四
二
号

平成３０年１２月２１日　岡山県公報　第１２０５３号



〔
五
八
一
〕
次
の
者
に
係
る
都
市
計
画
法
（
昭
和
四
十
三
年
法
律
第
百
号
）
第
二
十
九
条
の
規
定
に
よ

る
開
発
許
可
を
受
け
た
開
発
行
為
に
関
す
る
工
事
の
う
ち
、
公
共
施
設
に
関
す
る
工
事
が
完
了
し
た
。

平
成
三
十
年
十
二
月
二
十
一
日

岡
山
県
知
事

伊

原

木

隆

太

一

開
発
区
域
又
は
工
区
に
含
ま
れ
る
地
域
の
名
称

総
社
市
井
尻
野
字
橋
本
一
四
〇
一

一
、
一
四
〇
一

二
、
一
四
〇
二
、
一
四
〇
三

一
、
一

－
－

－

四
〇
四
、
字
河
原
田
一
六
七
八

一
、
一
六
七
八

四
、
一
六
七
八

五
、
一
六
七
八

九
、
一

－
－

－
－

六
七
八

一
〇
、
一
六
七
八

一
一
、
一
六
七
八

一
二
、
一
六
七
八

一
三
、
一
六
七
八

一

－
－

－
－

－

四
、
一
六
七
八

一
五
、
字
橋
本
一
四
〇
一

二
地
先
道
、
一
六
七
八

九
地
先
か
ら
一
六
七
八

－
－

－

一
三
地
先
ま
で
道

－二

公
共
施
設
の
種
類

道
路
、
下
水
道
、
公
園

三

位
置
及
び
区
域

開
発
登
録
簿
記
載
の
と
お
り
（
開
発
登
録
簿
は
、
岡
山
県
土
木
部
都
市
局
建
築
指
導
課
に
お
い
て

閲
覧
に
供
す
る

）
。

四

許
可
を
受
け
た
者
の
所
在
地
、
名
称
及
び
代
表
者
の
氏
名

総
社
市
北
溝
手
二
三
五

株
式
会
社
エ
ン
ス
イ
工
業

代
表
取
締
役

難
波

豊

五

許
可
番
号

岡
山
県
指
令
建
指
第
一
四
二
号

平成３０年１２月２１日　岡山県公報　第１２０５３号



〔
五
八
二
〕
地
方
公
共
団
体
の
物
品
等
又
は
特
定
役
務
の
調
達
手
続
の
特
例
を
定
め
る
政
令
（
平
成
七

年
政
令
第
三
百
七
十
二
号
）
に
基
づ
き
、
特
定
調
達
契
約
に
つ
き
、
次
の
と
お
り
落
札
者
等
を
決
定
し

た
。

平
成
三
十
年
十
二
月
二
十
一
日

岡
山
県
知
事

伊

原

木

隆

太

一

落
札
物
品
の
名
称
及
び
数
量

岡
山
県
立
図
書
館
で
使
用
す
る
電
気

使
用
予
定
電
力
量
七
、
五
七
九
、
三
三
八
キ
ロ
ワ
ッ
ト
時
（
三
年
間
）

二

納
入
期
間

平
成
三
十
一
年
一
月
一
日
か
ら
平
成
三
十
三
年
十
二
月
三
十
一
日
ま
で

三

契
約
に
関
す
る
事
務
を
担
当
す
る
課
等
の
名
称
及
び
所
在
地

岡
山
県
立
図
書
館
総
務
・
メ
デ
ィ
ア
課

岡
山
市
北
区
丸
の
内
二
丁
目
六
番
三
〇
号

四

落
札
者
を
決
定
し
た
日

平
成
三
十
年
十
二
月
四
日

五

落
札
者
の
氏
名
及
び
住
所

中
国
電
力
株
式
会
社

広
島
県
広
島
市
中
区
小
町
四
番
三
三
号

六

落
札
金
額

一
二
〇
、
六
四
九
、
六
六
二
円
（
う
ち
消
費
税
額
及
び
地
方
消
費
税
の
額
八
、
九
三
七
、
〇
一
二

円
）

七

契
約
の
相
手
方
を
決
定
し
た
手
続

一
般
競
争
入
札

八

入
札
公
告
日

平
成
三
十
年
十
一
月
二
十
日

平成３０年１２月２１日　岡山県公報　第１２０５３号



◎
岡
山
県
選
管
告
示
第
七
十
二
号

漁
業
法
（
昭
和
二
十
四
年
法
律
第
二
百
六
十
七
号
）
第
九
十
九
条
第
二
項
に
規
定
す
る
岡
山
海
区
漁

業
調
整
委
員
会
の
委
員
の
選
挙
権
を
有
す
る
者
の
総
数
の
三
分
の
一
の
数
は
、
七
〇
九
で
あ
る
。

平
成
三
十
年
十
二
月
二
十
一
日

岡
山
県
選
挙
管
理
委
員
会

委
員
長

藤

原

健

補

平成３０年１２月２１日　岡山県公報　第１２０５３号


